
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り
ま
し
た
。
川
口
議
長
は
、

「
産
業
別
統
一
闘
争
は
、
単

産
組
織
に
よ
っ
て
、
た
た
か

い
が
異
な
る
。
今
回
は
、
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
・
三
木
執
行
委
員

長
に
金
属
の
た
た
か
い
に
つ

い
て
大
い
に
学
び
、
そ
し
て
、

建
交
労
の
た
た
か
い
に
ど
う

い
て
も
説
明
。 

最
後
に
２
０
２
５
年
度
４
月

に
行
わ
れ
る
制
度
改
定
内
容

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

建
交
労
共
済
は
組
合
員
と
家

族
が
万
が
一
の
病
気
や
怪
我

で
就
労
不
能
と
な
っ
た
と
き

の
生
活
の
支
え
に
な
る
と
同

時
に
組
織
財
政
に
貢
献
で
き

る
組
織
強
化
に
繋
が
り
な
り

ま
す
。
今
一
度
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
へ
各
種
共
済
へ
の
加
入

を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
建
交

労
近
畿
地
協
学
習
会
の
参
加

者
は
、
全
体
で
３２
名
。
大
阪

府
か
ら
１４
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

活
か
せ
る
の
か
を
学
習
し
よ

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

   

第
１
部
の
学
習
は
、
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
：
三
木
陵
一
執
行
委

員
長
を
お
招
き
し
て
「
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
産
業
別
統
一
闘
争

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
約

７０
分
間
行
い
ま
し
た
。
三
木

執
行
委
員
長
は
、
４
つ
の
柱
に

し
た
闘
い
に
つ
い
て
説
明
。

「
①
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
春
闘
を

ど
う
た
た
か
っ
て
い
る
か
。
②

秋
闘
：
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
独
自
の
統

一
闘
争
。
③
倒
産
・
リ
ス
ト

ラ
・
組
織
攻
撃
と
の
た
た
か

い
。
④
組
織
の
強
化
・
拡
大
、

職
場
活
動
、
職
場
闘
争
の
強

化
。」
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
、

産
業
別
闘
争
の
違
い
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

第
２
部
は
、
大
阪
府
本
部
・

前
村
執
行
委
員
長
を
お
招
き

し
て
「
建
交
労
共
済
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
約
４
０
分

間
、
学
習
し
ま
し
た
。
前
村
委

員
長
は
「
労
働
組
合
が
共
済
を

取
り
組
む
意
義
、
労
働
組
合
共

済
の
根
拠
と
な
る
法
律
、
民
間

保
険
と
共
済
と
の
違
い
、
何

故
、
民
間
保
険
が
高
い
の

か
？
」
を
説
明
し
た
う
え
で
、

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
給

付
状
況
や
火
災
保
険
、
組
織
共

済
、
個
人
共
済
、
ペ
ッ
ト
保
険

に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
建
交

労
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ

建
交
労
近
畿
地
協
は
、
６
月

１
日
（
土
）
午
後
１３
時
か
ら

国
労
大
阪
会
館
１
階
ホ
ー
ル

に
お
い
て
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
学
習
会
は
、
津
村
副

議
長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、

冒
頭
に
近
畿
地
協
を
代
表
し

て
川
口
議
長
か
ら
挨
拶
が
あ
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大
阪
労
連
民
間
部
会
学
習

交
流
会
は
、
６
月
２１
日
・
２２

日
（
金
・
土
）
の
一
泊
２
日

で
神
戸
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
に
お
い
て
、
午
後
２

時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
体
の
参
加
者
は
２５
名
、

建
交
労
大
阪
か
ら
阪
口
副
委

員
長
と
荻
田
書
記
長
が
参
加

し
ま
し
た
。
学
習
交
流
会
は
、

化
学
一
般
の
海
老
原
書
記
長

の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
関

西
勤
労
協
・
槇
野
理
啓
副
会

長
を
お
招
き
し
て
、「
何
の
た

め
に
た
た
か
う
の
か
～
あ
な

た
の
夢
は
な
ん
で
す
か
」
を

テ
ー
マ
に
約
１
時
間
学
習
し

ま
し
た
。
槇
野
先
生
は
、
冒

頭
に
「
誰
と
た
た
か
う
の

か
？
そ
れ
は
、
資
本
家
と
の

た
た
か
い
で
あ
る
。」
と
述
べ

た
う
え
で
、「
春
闘
は
１
９
５

５
年
に
始
ま
り
、
企
業
別
組

合
と
し
て
の
弱
点
を
か
か
え
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財
界
中
心
の
異
常
な
政
治
か

ら
の
脱
却
、
労
働
組
合
の
復

権
。」
で
あ
る
と
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

感
想
と
し
て
「
資
本
主
義

社
会
で
は
国
民
・
労
働
者
本

位
の
社
会
に
な
ら
な
い
こ

と
。
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
が
変
わ
れ
ば
、
経
費
を
は

る
か
に
上
回
る
異
常
な
価
格

高
騰
に
な
る
の
が
資
本
主
義

社
会
で
あ
る
こ
と
。
労
働
組

合
の
任
務
と
役
割
が
重
要
で

あ
る
。」
と
感
じ
ま
し
た
。 

の
打
開
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
推
進
、
憲
法
改
悪
阻
止
、

大
軍
拡
路
線
反
対
、
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
の
実
現
」

を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
重
要
な

こ
と
は
、「
生
産
手
段
の
社

会
化
、
社
会
的
ル
ー
ル
の
確

立
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
、

そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
し

た
。
最
後
に
「
い
ま
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
。
そ
れ

は
、
み
ん
な
の
生
活
向
上
、

貧
困
と
格
差
の
解
消
、
賃
金

が
上
が
る
国
へ
の
転
換
、
社

会
保
障
の
充
実
、
気
候
危
機

つ
つ
、
要
求
実
現
の
た
め
に

毎
年
春
の
時
期
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
の
労
働
組
合
が
足

並
み
揃
え
て
た
た
か
う
、
日

本
特
有
の
労
働
組
合
の
た
た

か
い
方
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ

は
、
賃
上
げ
闘
争
と
し
て
始

ま
り
、
イ
ン
フ
レ
や
公
害
、

住
宅
難
、
社
会
保
障
な
ど
の

要
求
と
む
す
び
つ
い
て
、
制

度
要
求
や
国
民
的
課
題
を
掲

げ
る
「
国
民
春
闘
」
へ
と
発

展
し
た
。」
と
説
明
。
そ
し
て
、

「
そ
も
そ
も
労
働
組
合
と
は

何
か
」
を
柱
に
「
労
働
組
合
・



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
な
い
世
界
に
し
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。
な
お
、
大
阪
の

原
水
爆
禁
止
平
和
行
進
の
宣

伝
カ
ー
運
転
手
は
、
関
西
支

部
・
福
山
組
合
員
、
関
西
合

同
支
部
・
穀
谷
組
合
員
、
荻

田
書
記
長
の
３
名
で
運
行
し

ま
し
た
。 

 

和
を
願
う
こ
の
取
り
組
み
を

大
阪
で
も
繋
い
で
い
こ
う
。」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
東
京
～
広
島
ま
で
通
し

行
進
者
で
あ
る
、
大
村
美
恵

さ
ん
は
、「
愛
知
県
碧
南
市
生

ま
れ
で
夫
が
被
爆
２
世
で
あ

る
。
夫
の
父
は
、
戦
争
中
に

長
崎
県
に
い
て
、
長
崎
市
内

に
爆
弾
が
落
ち
て
町
が
悲
惨

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
ら

救
援
に
行
く
よ
う
軍
か
ら
言

わ
れ
て
被
災
地
へ
行
っ
た
。

二
度
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

決
起
集
会
後
は
、
柏
原
市

役
所
～
八
尾
市
役
所
～
若
江

岩
田
市
役
所
ま
で
「
核
兵
器

廃
絶
・
日
本
は
１
日
も
早
く

核
兵
器
廃
絶
の
署
名
・
批
准

せ
よ
！
」
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
宣

伝
し
な
が
ら
行
進
し
ま
し

た
。
２
日
目
は
、
此
花
支
部

 

大
阪
府
本
部
は
、
６
月
３０

日
（
日
）
～
７
月
７
日
（
日
）

か
け
て
行
わ
れ
た
原
水
爆
禁

止
平
和
行
進
・
幹
線
コ
ー
ス
の

全
日
程
に
参
加
し
ま
し
た
。
６

月
３０
日
（
日
）
は
、
柏
原
市

役
所
前
・
淀
川
河
川
敷
で
奈
良

県
か
ら
引
継
ぎ
の
決
起
集
会

が
あ
り
、
大
阪
府
本
部
・
荻
田

書
記
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
決

起
集
会
で
は
、
原
水
爆
禁
止
常

任
副
理
事
の
菅
さ
ん
が
挨
拶
。

菅
常
任
副
理
事
は
、「
原
爆
投

下
か
ら
７９
年
、
核
廃
絶
と
平

組
合
員
の
方
が
参
加
。
３
日

目
は
、
大
阪
府
本
部
・
荻
田

書
記
長
が
参
加
。
４
日
目
は
、

大
阪
府
本
部
・
阪
口
副
委
員

長
が
参
加
。
５
日
目
は
、
関

西
支
部
１
名
、
関
西
合
同
支

部
１
名
、
大
阪
合
同
支
部
１

名
の
組
合
員
の
方
が
参
加
。

６
日
目
は
、
関
西
支
部
１
名

の
組
合
員
の
方
が
参
加
。
７

日
目
は
、
大
阪
府
本
部
・
橋

本
執
行
委
員
と
関
西
支
部
３

名
の
組
合
員
が
参
加
。 

８
日
目
は
、
大
阪
府
本
部
・

佐
藤
執
行
委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
の
平
和
行
進
は
、

雨
が
少
な
く
炎
天
下
で
の
行

進
で
あ
っ
た
為
、
熱
中
症
に

な
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
継

続
し
て
運
動
を
続
け
核
兵
器
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化
を
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。 

 

第
２
部
は
、
各
組
織
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
、
４
人
か
ら
５
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
４０
分
間

話
合
い
、
休
憩
後
に
グ
ル
ー
プ

を
変
え
て
４０
分
間
話
合
い
ま

し
た
。
内
容
は
、
他
の
組
織
で

は
ど
の
よ
う
に
し
て
た
た
か

い
、
ど
の
よ
う
に
要
求
を
実
現

し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
交

流
し
た
内
容
を
自
分
達
の
組

織
に
ど
う
活
か
す
の
か
、
大
い

に
学
び
意
義
の
あ
る
交
流
が

出
来
ま
し
た
。
建
交
労
大
阪
か

ら
前
村
執
行
委
員
長
、
荻
田
書

記
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

  

う
。
そ
し
て
、
組
織
化
を
実

現
し
た
後
に
も
、
要
求
を
実

現
す
る
た
め
の
交
渉
や
組
織

拡
大
す
る
活
動
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
日
本
の
労
働
組
合
よ

り
熱
意
や
信
念
を
持
つ
活
動

き
ま
し
た
。
日
本
で
は
１
人

で
も
労
働
組
合
に
加
入
す
る

こ
と
が
出
来
、
結
成
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
第
１
の
ハ

ー
ド
ル
を
越
え
る
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
大
変
だ
と
思

事
務
局
次
長
を
お
招
き
し
て

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
学

習
会
は
、「
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ

大
会
、
米
国
の
労
働
運
動
に

学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
約
１
時

間
学
び
ま
し
た
。
レ
イ
バ
ー

ノ
ー
ツ
大
会
で
は
、
何
故
、

レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
に
参
加
し

て
い
る
労
組
、
活
動
家
と
交

流
す
る
の
か
？
そ
れ
は
、
米

国
労
働
運
動
の
う
ね
り
を
作

り
出
し
て
い
る
人
々
か
ら
、

そ
の
方
法
、
教
訓
、
組
織
化

の
メ
リ
ッ
ト
を
学
ぶ
た
め
で

あ
り
、
全
労
連
と
し
て
レ
イ

バ
ー
ノ
ー
ツ
大
会
で
交
流
し

た
こ
と
を
ど
う
活
か
せ
る
の

か
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
学
習
し
た
感
想
と
し

て
は
、
ア
メ
リ
カ
で
労
働
組

合
を
結
成
す
る
に
は
企
業
の

半
数
以
上
の
労
働
者
が
労
働

組
合
を
結
成
す
る
こ
と
に
賛

成
し
、
署
名
し
て
く
れ
な
い

と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
驚

 

大
阪
労
連
が
主
催
す
る
組

織
集
会
は
、
７
月
２０
日
（
土
）

午
後
１３
時
か
ら
国
労
大
阪

会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
組
織
集
会
は
、
大
阪
労

連
・
鴻
村
書
記
次
長
の
司
会

進
行
で
始
ま
り
、
冒
頭
に
、

大
阪
労
連
・
菅
議
長
か
ら
主

催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
。
第
１
部
は
、
全
労
連
・
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